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す。さらに定期的にブラッシングの指導
を行うことで患者さんの歯に対する健康
意識を高めるとともに、異常個所を早期
に発見することが目的でしょう。そして
異常個所が見つかった際には、ドクター
につなぐことも大切な役割です。
患者さんにとっては、定期的にチェッ
クを受け、クリーニングしてもらうこと
で、自身の歯を常に健康に保てる、たと
え改善が必要な個所が出てきたとしても
ひどくなる前に知ることができ、結果的
には時間も費用も抑えることができると
いうメリットがあります。しかし、それ
をしっかりと認識してメインテナンスの
ために来院する患者さんはどれぐらいい

らっしゃるのでしょうか。
多くの医院でよく耳にすることです

が、治療終了後、2、3回来院した後、来
なくなってしまう患者さんも少なくない
とのことです。確かに治療が終わった直
後に、「治療後のチェックをし、歯石を
取ってクリーニングをします」と言われ
れば、1、2回は来院する率は高いと思い
ます。ただ、忙しくて予定が入ってしま
ったりすると、「今回は忙しいからやめ
ておこう」などと考えてだんだん足が遠
のいていくのではないでしょうか。
患者さんはせっかく時間とお金を払っ
てきているのですから、「やはりプロに
磨いてもらうと気持ちいいな」と感じて
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昨年まで1年間通った歯の治療を終
え、その後はメインテナンスのために定
期的に歯科医院に通っています。この歯
科医院では治療最後の会計で「次は歯周
病の検査と歯石をとって歯のお掃除をし
ます」と、次回の予約を取る流れになっ
ているようです。私としては長い間かか
った治療がようやく終わったのに、まだ
続くのか、という気持ちが少しありまし
たが、再度悪くならないようメインテナ
ンスを受けることにしました。実際ク
リーニングしてもらうと、自分でいくら
意識して磨いていても歯石はたまってい
ますし、磨いてもらった後はとても気持
ちが良く、すっきりとしました。

3回目の予約を取った後、しばらくた
って歯科医院から電話をいただきまし
た。「次回のメインテナンスですが、担
当の歯科衛生士の都合が悪くなったた
め、別の日の予約を取り直していただく

か、同じ日であれば、別の者が担当させ
ていただきます。如何でしょうか」とい
う連絡でした。しかし、歯科衛生士の方
はずっとマスクをされていましたし、名
前も聞いていなかったので、担当と言わ
れてもピンとこなかったのが正直なとこ
ろです。結局、どの歯科衛生士の方でも
よいかなと思い、元々取っていた予約日
のままにしました。その時に初めて知っ
たのですが、メインテナンスは担当制に
なっているとのことでした。そうであれ
ば、お世話になる歯科衛生士の方のお顔
とお名前は事前に把握しておきたかった
なと思いました。
メインテナンスつまりリコールは患者
さんにとっても歯科医院にとってもとて
も重要です。歯科にとってのリコールの
目的は口腔内の衛生状態などをチェック
し、歯石の除去、虫歯や歯周病などが進
行していないかなどを確認することで
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もらうことはもちろんのこと、口腔ケア
に関する具体的で適切なアドバイスをす
ることで満足感を与えることができ、次
回の来院につながるのだと思うのです。
それらを聞き出すためにはコミュニ
ケーションが必要です。会話を通して信
頼が築ければ、患者さんは相談や質問も
しやすくなるはずです。
また、完治後自動的にメインテナンス
の予約を取る流れにするだけでは不十分
です。完治の1回前ぐらいの治療の際に
メインテナンスの必要性と内容、メリッ
トについて説明し、理解していただきま
しょう。そして、完治した後にも「長い
間お疲れ様でした。きれいに治ってよか

ったですね。この状態を保てるように前
回お話ししましたが、定期的にチェック
とクリーニングをしますので、受付でメ
インテナンスの予約を取ってお帰りくだ
さい」と誘導することで、よりスムーズ
にリコールにつなぐことができます。
そして初回のメインテナンスに来てく
れた際に、担当する歯科衛生士が改めて
自己紹介をすることが重要です。「△△
と申します。これから〇〇さんの担当を
させていただきますので、どうぞよろし
くお願いします」と（できれば）名刺を
渡して担当としての挨拶をします。
ここでの挨拶の際には、マスクをと

り、患者さんの目を見て笑顔で挨拶を

し、“私があなたの担当です”という責任
感を伝えていくことが大切です。もちろ
ん毎回のメインテナンスの際にも、淡々
とチェックやクリーニングをするだけで
はなく、しっかりと声掛けをしてコミュ
ニケーションをはかることが重要です。
会話を通して良い関係が築ければ、改
善点が見つかった際の治療の提案もス
ムーズに聞き入れてもらうことができ、自
費治療の提案もしやすくなるでしょう。
新規の患者さんを増やすことも大切で
すが、まずは既存の患者さんを大切に
し、継続して皆さんの歯科医院を利用し
ていただけるような働きかけ、対応を工
夫してみてはいかがでしょうか。
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